
医療費の患者負担引き上げの中止を求める意見書

政府は、被用者保険の患者負担率を現行の２割から３割に引き上げ、保険料

算定方式をボーナスも含めた総報酬制の導入や、高齢者の医療費自己負担の上

限額を引き上げる等の計画を進めています。

１９９７年にも窓口負担が大幅に引き上げとなりましたが、その影響で病院

（ ） 。 、 、にかかれない かからない 人が増えています さらに 高齢者の窓口負担は

今年１月から平均で１．５倍に引き上げられたばかりです。１０月からは、高

齢者の介護保険料が全額徴収となり２倍になりました。

不況と失業が深刻化する中で、これ以上の負担増は、ますます病院にかかれ

ない人を増やし、病気の重傷化を招きます。財政の使い方などを見直せば、医

療・社会保障を充実させる財源を確保することは十分可能です。医療・社会保

障を充実させ、国民の将来不安を解消することは、日本経済の再建にも不可欠

です。

よって、このような医療制度改革を実施しないように下記事項について要請

します。

記

１．健康保険本人３割負担、家族入院の３割負担を行わないこと。

２．高齢者の負担引き上げを行わないこと。

３．医療保険の保険料の引き上げをやめること。

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。
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